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「揖斐川町上ヶ流 天空の茶畑」 撮影｜星野宏

文部科学省平成28年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」

サマースクールin西濃

COC+参加5大学の学生が一堂に会し
て地域政策を考えるサマースクールが今
年も開催されます。テーマは『岐阜県西
濃圏域をプロデュース』。大垣市、養老
町、揖斐川町の地域資源を自分たちの目
で見て触れ、地域で働く方、生活する方
と話をし、課題を発見して人を呼び込む
滞在プランを提案します。昨年は東濃地
区で開催されましたが多くの学生がこの
企画に参加し、学びと成長を得ています。
宿泊施設の都合上、申込定員に限りがあ
りますので、参加を考えている学生は、
早めの申し込みをお勧めします。◆日程
｜平成29年9月5日～7日（2泊3日）◆場
所｜岐阜県西濃圏域◆参加費｜9,000円
(2泊3日の宿泊食事代込み)◆現地へは、
名古屋市内等からバスで移動します。申
込方法など詳細はチラシをご覧ください。

多職種連携現場体験会

地域で期待される多職種連携を、現場
で実例を通じ体験的に学ぶ企画です。本
学の卒業生が活躍している岐阜県総合医
療センターに企画段階から全面協力をい
ただき、当日は施設見学と現場の職員様
にも参加いただきます。本学から学部を
超えて学生が集まり、それぞれの立場か
ら何ができるのかを考え、互いの職種を
理解しながら一緒に学びを深めます。
まだ、多職種連携について詳しくわから
ない方も安心して参加いただけます。
ソーシャルワーカー（MSW、PSW）を
目指す学生、看護師を目指す学生、保育
士を目指す学生、そして、行政の福祉職
を目指す方など、将来現場で多職種連携
が求められる可能性がある方はぜひ体験
してみましょう。◆日程｜平成29年8月
9日[水]◆時間｜13:
00～16:30◆場所｜
岐阜県総合医療セン
ター◆定員｜20名※
当日は各キャンパス
とJR岐阜駅からバス
が出ます。

岐阜県就職活動説明会

地元就職を考えた時、大手ナビサイト
の利用や大規模合同説明会だけでは、自
分が求める法人に出会える可能性が低く
なります。この講座では、地元優良企
業・法人との出会い方や岐阜県社会福祉
協議会の職員様から、福祉の現状をお話
しいただきます。自由に質問できる時間
もありますので、この機会を活用して、
地元で働くことへの不安を解消しましょ
う。◆日程｜平成
29年7月27日[木]
◆時間｜13:30～
15:40◆場所｜美
浜キャンパス研究
本館5階大会議室

岐阜県人ケイちゃん試食交流会

岐阜県人会では、美浜キャンパスの学
園祭で岐阜の名物「ケイちゃん」を売る
模擬店を出店します！そこで、事前に皆
さんで試食会をして当日のメニューや価
格などを決めたいと思います。美味しい
ケイちゃんを食べながら、楽しく交流を
しませんか？学園祭の模擬店に関わりた
い方、岐阜県人と交流をしたい方、ケイ

【チラシ】 【申込フォーム】【申込フォーム】

【申込フォーム】

ちゃんを食べたい
方はご参加くださ
い！◆日程｜平成
29年7月20日[木]◆
時間｜12:30～◆場
所｜Cラボ美浜◆参
加費｜無料 【申込フォーム】



＜東海キャンパス＞キャリア指導室内
火・水・木曜日 10：00～18：00
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0562-39-3811
担当 ：就業支援コーディネータ：星野

＜美浜キャンパス＞全学教育センター内
月～金曜日 9：30～17：30
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0569-87-2321
担当 ：就業支援コーディネータ：小西

岐阜での就職に関する情報が満載

『岐阜キャリア相談コーナー』

イベントの開催報告

Q地元の魅力は？

「田舎です。ほんとうに田舎で
す。それと、うなぎがおいしい
ところも魅力で、街中に有名店
がいくつかあります。毎年最低
1回はそのお店にうなぎを食べ
に行っています。」

Q好きなことは？

「映画をみることが好きです。
昨年は映画館も良くいきました。
『君の名は』は面白かったです。
地元の岐阜県が舞台になってい
ることもありおすすめです。」

Q大学生活はどうですか？

「水泳に力を入れています。中
学校の1年生で始めた水泳です
が、高校時代は水泳部がなく、
地域のクラブチームで練習して
いました。マレーシアで開催さ
れたアジアユース大会、100ｍ
自由形で銀メダルを取れたこと
はうれしかったです。毎日練習
が厳しかったのでむくわれまし
た。その大会が終わってからは
400ｍに力を入れるようになり、
昨年のジャパンパラリンピック
400ｍ自由形で優勝することが

できました。水泳をやっていて、
自己ベストのタイムが出た時は
やりがいを感じます。なので、
今年の目標は、大会の連覇と自
己ベスト更新をめざしてがんば
ります。」

Q将来の夢は？

「2020年の東京パラリンピック
出場です。出るからにはメダル
も取りたいです。それと、まだ
行ったことがない北海道にぜひ
行ってみた
いです。」

郡上市企業見学会開催

平成29年6月24日[土]にCOC+企業見
学会が開催されました。今年最初の見学
先は岐阜県郡上市。郡上を代表する観光
企業とグッドデザイン賞受賞製造メー
カーの2社を訪問しました。1社目は今年
で開園23年を迎え、郡上の観光産業を中

心になって盛り立てている株式会社牧歌
コーポレーション。来場者に四季を通じ
て自然を感じてもらえることを大切にさ
れ、様々な企画、工夫をどんどん形にさ
れた結果、年間25万人の観光客が訪れる
農園テーマパークになっています。 2社
目は、自動車部品の製造で培ったメタル
加工の技術に、新しいアイデアを形にし
成長を続けている株式会社ミサト工業。
地域の人々が働く場所を作りたいという
社長の想いのもと、リーマンショック後
の危機も社員一丸となって乗り越え、新
事業、新商品の開発にも積極的に取り組
まれてきた結果、当時の倍の売上を達成
するまでになられています。

[参加学生の感想]
◇普段知り得ない企業の活動についての
話を聞くことができ、今後の活動に活か
せそうです◇少人数だったから、しっか
り聞きたいことを聞けました◇地域で働
く方がどのような思考、楽しみを持って
働いているかがわかりました。

gifuinfo@ml.n-fukushi.ac.jp

岐阜県で働く卒業生の声！
地元で働くことを考えてみよう

岐阜県で活躍する卒業生を紹介する冊
子のインタビューと合わせて、今回お話
を伺えなかった卒業生にもアンケートの
協力をおねがいし、たくさんの声をいた
だくことができました。冊子に掲載する
前に、COC+通信でその一部を紹介いた
します。地元で就職した先輩たちが、ど
んなことを考えて、どんなことを感じて
いるのかを参考にしながら、これから自
分がどう働いていくかを考えるきっかけ
にしてみましょう。

【良かったこと】
• 知らなかった地元の事が知れたこと。
• お世話になった方、育ててもらった地
元へ恩返しができること。

• 大学OBのつながり、人脈を仕事に活
かせる。

• 支えてくれる家族や仲間が近くにいる。
• 自分の働きによって、まちが作られて
いくという充実感がある。

• 地域の人が親しみを持って接してくれ
る。共通の話ができる。

【悪かったこと】
• 特に感じていないし、ありません！
• 移動手段が少ないところ。
• 良くも悪くも仕事とプライベートの距
離が近いこと。

• 賃金が都市部に負けてしまう。
• 知り合いのネットワークが良い意味で
も、悪い意味でも広がる。

• 職場が近すぎる。
• お客様が知り合いだとやりにくい。
• 他の地域の事を知る機会が少ない。

岐阜県の現職場で働いて感じること

『後藤陸斗さん』
経済学部

2年生
関市出身
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